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平成30年10月25日

各　位

会 社 名 ＫＨネオケム株式会社

代表者名 代表取締役社長　　浅井　惠一

（コード番号：4189　東証第一部）

問合せ先 常務取締役　　　　平井　謙一

（TEL．03-3510-3550）

イソノニルアルコールプロジェクトの中止及び特別損失の計上

並びに業績予想の修正に関するお知らせ

　当社は、平成30年10月25日開催の取締役会において、台湾の合弁会社を通じて推進してきました可

塑剤原料等生産設備建設プロジェクト（以下、本プロジェクト）の中止に向けて必要となる諸手続き

を進める方針を決議いたしました。また、これに伴い、平成30年８月８日に公表した連結業績予想の

修正を行いましたので、下記のとおりお知らせいたします。

記

１．プロジェクトの中止について

(1) プロジェクト中止方針決定の理由

　当社は、平成27年２月に台湾中油股份有限公司（本社：台北市信義区、以下、CPC社）及び兆豊

國際商業銀行股份有限公司（本社：台北市中山区）と合弁契約を締結し、同年９月に可塑剤原料

であるイソノニルアルコール（ＩＮＡ）等を製造・販売する曄揚股份有限公司（以下、本合弁会

社）を台湾において設立、本合弁会社を通じて本プロジェクトを推進してまいりました。

　しかしながら、プラント建設費の高騰等により総投資額が当初計画を超過することが見込まれ

ること、本合弁会社設立から３年以上が経過したものの各種許認可の取得作業が完了せず建設着

工が当初のスケジュールから大幅に遅れていること等を受け、本合弁会社の主要株主であるCPC社

と協議のうえ、本プロジェクトの中止に向けて必要となる合弁契約の解消等の諸手続きを進める

方針を決定いたしました。

(2) プロジェクトに関連する本合弁会社及び当社子会社の概要

(ⅰ)曄揚股份有限公司（関連会社）

(1) 名 称 曄揚股份有限公司

(2) 所 在 地 高雄市前鎮區民權二路８號31樓（台湾）

(3) 代表者の役職・氏名 陳　明輝

(4) 事 業 内 容 可塑剤原料等の製造・販売（準備中）

(5) 資 本 金 850百万ＮＴＤ（台湾ドル）

(6) 出 資 比 率
KH Neochem U.K. Ltd.：47％、台湾中油股份有限公司：47％、

兆豊國際商業銀行股份有限公司：6％
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(ⅱ)KH Neochem U.K. Ltd.（非連結子会社）

(1) 名 称 KH Neochem U.K. Ltd.

(2) 所 在 地 Lower Ground Floor One George Yard,London（英国）

(3) 代表者の役職・氏名 浅井　惠一

(4) 事 業 内 容 合弁会社（曄揚股份有限公司）への投資

(5) 資 本 金 12,400千ＵＳＤ（米ドル）

(6) 出 資 比 率 当社：60.5％、株式会社国際協力銀行：39.5％

(3) 今後の見通し

　平成30年12月期第４四半期において、KH Neochem U.K. Ltd.株式に係る投資有価証券評価損を

含む特別損失を約14億円計上する見込みであります。平成30年12月期通期連結業績予想につきま

しては、「２．業績予想の修正について」をご参照ください。

２．業績予想の修正について

平成30年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成30年１月１日～平成30年12月31日）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に

帰 属 す る

当 期 純 利 益

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前 回  発  表  予  想 ( A） 101,500 10,800 11,300 7,900 214.38

今  回  修  正  予  想 ( B） 101,500 10,800 11,300 6,900 187.24

増　　 減　　 額(B－A) 0 0 0 △1,000

増　　 減  　　率（％） 0.0 0.0 0.0 △12.7

( ご 参 考 ) 前 期 実 績

( 平 成 2 9 年 1 2 月 期 )
94,661 11,495 11,906 8,167 222.12

修正の理由

　上記「１．プロジェクトの中止」に伴う特別損失を計上する見込みであることから、親会社株

式に帰属する当期純利益において前回発表予想を下回る見通しとなりました。

（注）業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。

以　上
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